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號 七 百 二 第 言誌 雜 學 耳勿 動の（

す
清

化
管
は

本
源
體
の

も
の

≧

續
き
に
・
し

て

極
め

て

細
く

其

後
端

は

肛

環
節
の

後
端
に

開
口

す

此
の

如
く

湾

化
管
の

内
腟
の

狹
小
‘

な

れ
る

は

生
殖
物
の

體
膣
内
に

允

満
せ

る

に

よ
る

な
る

可
く

む
て

生

殖

物
（

精
虫
）

は

只
に

體
腔

内
の

み

な

ら
寺

疣
足

の

内
腔
に

迄

充

滿

す
る

を
見
る

又
腹
部
帥
經

索

及
ひ

縦
走
龠

管
縦
走

筋
并
に

所

謂

疣

足

腺
等
を
も
認

む
る

を

得
る

な
b
此
等

生
殖

芽
の

其

本

源
髓
に

附

着
す
る

既
は

短
き
柄

状
を
な

す
も
の

に

し
て

眼
を
有
す

る

環

節

の

直

前
に

あ
り
Q

此
等
の

生
殖

芽
は

疑
も
な

く

其
充
分

成
熟
せ
る

時
に

至

れ
ば

其
本

源
體
を

離
れ

て

自
由
に

運
動

ぢ
可
｝・
・

も
の

な
り

即

ち
此
時
に

あ

り

て

は

自
在
に

蓮

動
し

得
る

の

生

殖

體
ご

た

る

可・評
、

・

か
．

り

然
れ
ぐ
、

も

・

其
果・
し

て

海

面
に

出
で

主

溌

泳
す

可
き

や
將
た

單
に

海
底

岩
石
面

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

等
に

匍
行
す
る

に

止
る

や

に

至

て

は

未
だ

明

言・
し

難
さ．・

も
の

あ
り

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
…

如

何
ε

な
れ

ば

此
生
殖
芽
の

有
す
る

剛

毛
は

其
形

状
に

於
て

他
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
→

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
一

海

面
に

浮
溝
す
る

環

虫
類
の

生

殖

體
の

有
す

る

が

如
き

游
泳

的

剛

毛
に

非
ざ
る

を
以
て

な
り
。

以

上
記

載
す
る

所
に

よ

り

此
の

動

物
の

新

糠

な
る
・
と

朋

な
る

を
以

て

之
に

新

硲
を

附・
し

併
て

左
に

其
の

分
類
上
の

位
置
を

示
さ

ん
。

　

　
　
本

邦
産
凸−・
鵬
顛〔
岩

川
）

　
2
崑

書
鏑
　

　

　

　
　

環
虫
類

　

　一
冒・

ξ
｝［
55

　
　
　
　
　

多
毛

類

　

　
　
ヱ

｝ ・
差
二

費・
　

　

　

　

　

　

シ

リ

イ

ス

科

　

　
　

］
ノ．

） ・
署
μ

コ【
デ

望
＝

『

　

　

　

　

ト

ジ

バ

ノ

シ

リ
ノ・
ス

麗
剳

　

　
　
　

旦
絶
ぎ
搴
記

＝

藁｝）．

　

　

　

新

種

　

　
　
　

　
　
ー
　
　

　
　
　
　

　

尸
1

の

軸
白

し
ー
ー
i

；−
1

　

　
　

●
本
邦
産
の

蝎
類

　

　
　
　

　
　
　

　

理

學

士

岩

川

友

太

郎

　

　
　
　

（

明

治
三

十
入

年
十
二

月
二

十

入
口

受
領
）

一

咋
年
來
の

目

露
戰

役
中

、

滿

洲
の

野
に

於
い

て
、

我
が

勇
敢

な

る

軍・
の

後

面
に

屡
々

夜
襲
を
試
み

、

却
つ

て

露
兵
よ

b
も

恐

怖
せ

む
め

た
る

も
の一

は

實
に

同
地
の

蝸

類
で

あ
る
o

卆

和
克
復
以

家
、

漸

次
凱

旋
せ

る

將
士
中

、

余
の

知
人
は

滿

沸
の

土
産．
乏

し
て

之
れ

を

齎
ら・
し

、

到
來・
せ

る

も
の

數
尾
に

及
べ

6Q

そ
こ

で

余
は

先
づ

其
の

學

名
を

知
ら
ん

こ

す
る

に

臨
み

、

鑑
定

上

成
る

べ

く

多
數
の

標
本
を

見
る

便
利
に

如
か

ざ
る

を
贇

し
セ

れ

ば
、

理

科
大

學
を

始

め

こ

し
、

帝
室
博
物

舘
、

高
等
學
校

、

女
子
高

等
師
範
學
校

、

動

物
標
本
瓧

等
所
藏
の

標

本

を
悉
く

驅
り

集
め

、

之
れ

が

調
査
に

從

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

五
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（の日 五 十 月 一 年 九 十 三 治 明

　
　、
　

本

邦
産
の

蝎

類（
岩

川
）

事
せ

む
に

、

琉
球

臺
灣
の

産

は

勿
論

、

支

郡
の

諸
省

、

錫
蘭

、

ス

マ

ト

ラ

、

暹

羅
、

南

洋
諸
島
の

産
に

至

る

ま
で

歸
せ

す・
し

て

自
ら

集
ま
り

調
査
の

結
果

九
種

あ
り

て

三

族
に

渉
り
、

傍
ら

本
邦
領
地

内
に

産
す
る

種

數

を
も

確
む
る

こ

ご

を

得
に

う
。

依
り

て

今
其
の

報

告
を
作
り

、

本
誌
に

掲
載

し
て

こ

れ

を

同
好
の

士
に

領
か

た

ん

ε

す
る

ご

同
時
に

、

諸
書
に

し

て

何
所
の

産
た

る

を

聞
は

す
、

蝎

類
の

標
本
所

持

す
る

あ
ら
ば

、

幸
に

こ

れ

を
割

愛・
し

て

余
の

此
の

研
究
を

賛
け

ら
れ

ん
こ

ご

を

切

繋
し

て

止

ま

ざ
る

な
b
。

各

種
の

記
載
に

入
る

前
、

分

類
の

徴

候
た

る

べ

き
構
造
の

諸
點
に

就
き

、

　一

定
の

用
語
を
説
明

む
置

く

必
要

あ
る

ご

思

ふ

か

ら
し
て

先
づ

蝎

類
一

般
に

渉
り
て

之

れ

を
逋
べ

ん
。

　
　
　
　
　
　

む
　

　
　
む

蝎
の

體
は

軅
幹
ご

尾
の

二

部

よ
り

成
り
、

躯
幹
は

含
頭
胸
部
ご

前

腹
部
ご

相
合
し

た
る

も
の
’

」

し
て

、

含
頭
胸
部
は
一

片
の

甲

を
被

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

つ
　
の

　

つ

む
り
、

其
の

背
面
の

中
央
線
に

接・
し

て

二

の

中
虞、

眼
を

具
へ

、

更

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ
　　
こ

に

前

方
の

左

右
に

各
々

二

乃
至

五
の

側
眼

を
黙
ふ

。

中

央
眼
は

通

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

じ

常
一

の

丘

上
に

位
置

を

占
む

、

こ

れ

を

眼
丘
ご

稱
す
、

但・
し

種

類

に

依
り

て

稀
に

全
く

眼
を

缺
け

る

も

の

あ
り
。

甲
の

表

面
に

大
小

の

顆
粒

散
布
・
し

て
一

定
の

排
列
を

成
し

、

之
れ

を

前
方

よ

り

順
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
亠

ハ

數
ふ

れ

ば
、

蘿
纂

・

藤
轟

・

蘚
霧
及
び

霧
の

四

　

種
あ
り

て

互
に

種
々

の

結
合
を
成

す
こ

ご

あ
り

獪
中
央

眼
の

前
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

つ
　
　

　　ヂ

　

に

延

長
せ

る

前

頭
中
線
の
一

部
を
特
に

眉
土

線
ご

稱
す
Q

前
頭
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む

冖

の

中
央
に
一

の

缺

裂

を
存

す
る

ご

き
は

其
の

左

右
の

分
裂
片

を

前

　
ハ　
　
　

　

頭
葉
ご

名
づ

け
、

各
前

頭
葉
の

直
後
に

存
在
す
る

李

滑
な

る

面

を

一
　
つ

…
　

鏡
ご

名
つ

く
。

　

前
腹
部
は

七
環

節
よ

b
成
り
、

其
の

背
片
は

相

互
の

分

界
割
然・
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ほ　
　

　　
　

　ハ　
　

　ヨが
　

　　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロリ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
じ
　

じ
　
つ

　
て

、

各

片
に

往
々

一

本
の

中
央

隆
起

線
ご

左
右
二

本
の

側

隆
起
線

　
．・

」

を
其

ふ、）

腹
片
は

唯

後

方
の

五

個
の

み

存

在・
し

、

其
の

中

前
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ロ　
　

つ

　
の

四

個
は

各
々

一

獨
の

氣

門
を

有
む

、

第
一

腹
片
の

直

前
に
一

片

　
　
ロ

　
こ

　
こ

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
の

櫛
基

片
な

る

も

の

あ

り

て
、

其
の

左
右
に

蝎
類
固

有
の

櫛
一

對

　

を

具
ふ
。

櫛
の

歯
數
は

種

類
に

依
り

て

異
な

り

齒
根
の

間
に

並

列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

こ

　

ロ　
　

　　

　
せ

る

小

圓
體

を「、
フ

ル

ク

ラ
し

ご

稱・
し

、

中

葉
片
な

る

も
の

あ

b
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　

こ

　

じ

　

數
節
よ

り

成
り
、

最
後
に

縁
葉

片
ご

名
つ

く

る

部
分

あ
り
、

是

亦

　

数
齡
よ
b

成
り
て

櫛
脚
の

前

繰
を

成
せ

り
。

櫛
墓
片
の

直

前
に

逋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ドも
　
　ロヒ
　
　ドリ

　

常
二

小

片
の

結
合・
し

て

戚

れ

る

生
殖

難
な

る

も
の

あ
b
、

又
其
の

　
　
　
　　
セ
　

ロサ

　

前
方
に

胸

片
ご

稱

す
る

も
の

あ

り
、

此
の

胸

片
は

最
後
脚
の

基

節

　

聞
に

あ
り

て

種
々

の

形

を
呈
し

、

或
は

長
三

角
形

に

し
て

前
方
に
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號 七 百 二 第 誌 雜 學 物 動（7 ）

尖
り

或
は

五

角
形

を
成
し

、

又
は

横
は

れ

る

二

小

片
よ

り

戒
れ

る

も
の

等
あ
り

て
、

分
類
上
一

の

重

要
な
る

徴

候
な
b
。

尾
即

ち

後
腹
部
は

六
郷
よ

り

成
り
て

、

前
方
の

五

節
に

數
條
の

隆

起

線

を
具
ふ

る

を
常
こ

す
。

各
節
め
背
面
に
一

の

深

き

背
溝
あ
リ

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　

コ

　

ロ
　

つ

其
の

側
縁
の

或
は

鋭
く

或
ぱ

鋸
齒

状
を

成
せ

る

も
の

を

背
隆
起
線

ご

稱・
し

、

腹
面
の

中

央
線
に

接
せ
る

二

本
（

或
ば

唯
一

本
）

の

線
を

　
　
こ

　ロ
リ

　
こ

腹
隆

起
線
ε

名
づ

け
、

以
上

背

腹
爾
線
の

間
に

當
り

て

體
側
に

あ

　
　
　
　
　
　
　　ワ
　

　り
　

　　し
　

　　し

る

も
の

を
總
べ

て

側

隆
起

線
ご

名
つ

く
。

尾
節
の

入

稜

形
を

成
せ

る

も

の

に

は
、

側

隆
起
線
に

上

下
の

別

あ
り
、

又
此
の

上
下
二

線

間
に

鮒
々

隆
起
線

朕
を
成
せ

る

顆
粒
の

列

を
見
る

こ

ε

あ
り

、

こ

　
　
　　
　

へち
　アソ
　

ハゾ
　ハヨ

れ

を
副

側

隆
起
線
ご

稱
す

。

第

五

尾

節
は

隆
起

線
の

携
列

上
、

前

の

四

節
ご

異

な
り
て

通
常

唯
一

本
の

腹
隆

起

線
を
有
し

、

第
⊥

ハ

節

は

嚢
駄
に

變
形・
し
’
」

末
端
は
一

本
の

尾

鉤
に

終
は

り
、

尾
鉤
の

下

に

屡
舟

一

の

小

鉤
を

具
へ

、

其
の

有
無
及
び

形

状
は

亦
分

類
の
一

徴

候
な

り
。

　
　
　
　
　
　

　

こ

口

器
の

中
、

大

腮
は

小
さ

く

し

て

前
頭

部
の

下

面
に

隱
蔽
せ

ら

れ

末
端
は

螯
状
を

成
せ

り
、

此
の

螫
の

内
の

形
は

亦
分

類
の
一

徴

候

ご

成
る
Q

小

腮

觸
鬚
は

長
大

、

脚．
状

を
成
・
し

て

大

な
る

螯
を
具
へ

、

　
　
　
本

邦
産
の

蝎
類
（

岩
川
）

　
　

　
コ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　
む

　
　

　ヨレ

　

華

節
は

扁
大
に

し

て

左
右
相

接
觸・
し

、

轉
子
節
は

短

小
に

し
て

外

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
　
ロ

　

こ

　

類
上

何

等
の

價

値
を

有
せ

す
、

大
腿
節
は

強
大
に

し
て

或
は

四

稜

　

形

或
は

圓
柱

賦
を

成
こ

、

其
の

前
面
の

本
に

間
々

一

の

鉤
を

具
ふ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　

　

　

る

こ

ご

あ
り
、

次
の

脛

節
は

常
に

前
後
の

稜
縁
を

有・
し

、

最
後
に

　
の
　

の

　

こ
　
　

　

の
　

　

　

ニ

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
コ

　

可
動

指
ご

不
動

指
．、」

を

具
ふ

る

手
あ

り
、

其
の

形
種
々

あ
る

を
以

「一

て
、

分

類
王
の

徴

候
ご

成
す
べ

む
。

手
は

雨
指
の

鏡
き

外

縁
よ

り

冖
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　
　

の

　
　

　
　

こ
　

の

　

其

の

基
底
に

走
れ

る

二

線
に

依
b
て

、

手

背
ご

手

掌
の

二

面
に

分

　

か

れ
、

手
背
の

本
よ
り

起
り
て

不
動

指
の

上
に

S

字

形
に

走
れ
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　ハリ
　

ハリ
　

ヘヨ
　　れ

　
一

線
ゐ

9
、

之

れ

を
指

隆
起

線．
二

名
づ

け
、

手

背
は

此
の

線
の

爲

　

に

多
少
互
に

傾
斜
せ

る
（

殆
ん
．

こ

直
角
に

逹

す
る

こ

ご

あ
り

）

二

面

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
つ

　
　
　
　

　
　
　
コ

　

に

分
か

た

る
、

こ

れ

を
外

面
及
び

内
面
こ

し
、

手

掌
も

亦
同

様
に

　

數

面
に

分
界
せ

ら
る

よ

こ

ご

あ
り
。

冖’
　

兩

指
瑚

繰
の

朕
態
は

、

労

類
上

至

要
の

點
に
・
し

て

縁
上
に

必

ら
す

ゴ一’

多
少
の

顆
粒

並

列
せ

b
。

此
の

顆
粒
は

縁
上
に

或
は

單
列
を
な

す

冖
　

あ
り
、

或
は

數
多
の

短
線
ご

成
り

て

斜
に

並
列

す
る

も
あ

り［
、

此

　

の

斜

線
の

數
は

種

類
に

依
り

て

異
な
り
、

其
の

中
に

て

指
端
に

接

　

せ

る

不
完
全
の

線
は

常
に

こ

れ

を

箕
入

せ

す
、

右
の

主

線
の

左
右

　

　
　
　
　
　
　
　
　ロ
　

　

バ　
　

リロ
　

　

　

　

　

　
　
　ロレ
　
　ハぜ
　

　　サ

　

に

並

列
せ

る

鄲

粒
を

外

側
粒
及

び

内
側

粒
ご

稱

す
。

可
動

指
の

内

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
七
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本
邦
産
の

蝎
類（
岩
N）

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　

こ

底
に

往
々

一

の

突
起
あ

り
、

二

れ

を

指

葉
ご

名
づ

け
、

不
動

指
の

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

し

同

所
に

存
す
る
一

深

窩
ご

相

應
せ

り
、

其
の

池

可
動

指
ご

後
手

ピ

の

長
さ

の

比

例
は

種

類
の

記

載
上

甚
だ

重
要
の

點
な
り
。

後
手
ご

は

手

腕

關
節
よ

り

可

動

指
の

本
に

至

る

部
勞

を
い

ふ

な
り
。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
｛

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ

　

　

　
　
　
　
　
こ

　　
じ

　
　

　

　ダし
　

ドし
　

　
　

　

の
　　
こ

　　
こ
　

　

　
　ヘド
　

こ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　らユ
　へ
し

四
劃

の

脚
は

各
々

基
節

、

轄
子

、

大

腿

節
、

脛

節
及
び

三

の

翻

節

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
へ

よ

り

成
り
、

第
】

及
び

第
二

脚
の

蕪仲
即

よ

り

前

内
力
に

向
か

つ

て

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　ダし
　

　ドサ
　

リリ
　

ロロ

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
 

出
つ

る

長
三

角
形
の

突
起
を

小

腮

突
起
こ

名
づ

け
、

其
の

中

に

て

第
】

は

第
二

の

突
起
に

蔽
は

れ
、

以

上
の
専
醸

突
起
は

口

下
の

中
線

　｝

に

於
て

皆
互
に

祁

接

觸
せ

り
。

小

腮

觸
鬚
の

基
節．
こ

第
一

對
の

脚

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ

　
　
　ロ
　

こ

よ
り

い

つ

る

小

腮

突
起
は

問
々

＝
稗
の

發

音
器
を
形

成

す
る

こ

ご

あ
り
、

其
の

互
に

相

對
せ

る
一

方
の

面
に

は

極
微
の

顯、
粒

を
密
布

し
、

　一

方
に

は

剛

毛
を

密
生
せ

り
。

脚
に

就

き
て

分

類
上

、

更
に

必

要
な
る

諸
點
は

次
の

三

點
に

あ

り

（

一
）

趾
節
棘
の

存
否

、

即

ち
後

風
の

第
一

蹄
郁
の

下
側

端
に

附

屬

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

せ

る

棘
の

有
無
な

う
、

（

二
）

第
二

跚
節
ビ

最
末
の

聞
節
ε

を
結
合

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

の

　
　

す

る

膜
よ
り

生

す
る

棘
の

數
な

り
、

こ

れ

を
底
棘
ご

名
づ

け
、

種

類
に

依
り

て

獨
り

其
の

外
側
に

の

み

存
す
る

も

あ
与
、

叉

内
外

爾

側
に

存
す
る

も

あ
b
（

三
）

最
末…
謝
舳

即
の

丁

面［
の

欺
此

砦
、

即

ち

小

棘

　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八

を
生
ぜ

る
寸
」

、

毛

を
列
生
セ

る

ご

あ

り
、

爪
は

皆
二

本
あ
り
て

其

の

下
に

間
々

一

棘
を

具
ふ

る

こ

ご

ゐ

り
、

兩
爪

問
に

鮒
節
端
の

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　

こ

縁
よ

り

出
つ

る
】

突

起
を
爪

葉
ご

名
づ

け
、

爪
の

側

面
を
被
へ

る

　
　
　
　
　
　
コ
　
　

左

右
の

突
起
を

末
葉
ご

稱
し

、

其
の

存
否

も

亦
一

定

な
ら
宇

。

體

及
び

脚
の

色
は

、

老

幼
に

從
ひ

其
の

變
化
區
々

る

な

が

故
に

、

分

類
E

の

價
値
割
合
に

少
へ

16

し
、

然
れ

ざ

も

波

面
の

刻
紋
は

甚
だ

重

要
な

り
、

即

ち
一

方
に

淤
て

は

顆

粒
、

小

鉤
、

隆
起

線
等
の

形

成
、

他・
万

に

於
て

は

粗

密

大
小
の

別
あ

る

凹
點
の

形

成

是
れ

な

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　ロ
　

ヘマ

毛

を
生
す
る

凹
點

を
一

般
に

毛
窩
ご

稱

し
、

毛
の

中
に

て

小

腮

觸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

鬚
の

脛

節
下

面
の

後

縁
及

び

手

掌

面
よ
り

生

す
る

も
の

を

特
に

角

毛
ぐ
、

名
づ

け
、

其
の

毛
窩
は

覆
韓
を

有
し
、

中
よ

り

生
す
る

毛
は

甚
だ

細
く

し
て

、

其
の

徑
僅
に

四
分
の
一

乃
至
五

分
の
一

「

ミ

、

メ

」

に

過
ぎ
ぐ’
c

，
全

成
せ

る

賜

類
の

大
さ

は

僅
々

十
三
「

ミ
、

メ
」

の

小

な
る

も
の

よ

り

殆
ん

ご

二

十
「

セ

、

メ
」

の

大

な
る

も
の

に

渉
れ
り
。

雌

雄

識
別
の

點
は

甚
だ

多
、

丶
、

種

屬
に

從
て

多
岐
に

渉
り
、

但

む
重
要
な
る

點

は

皮
面
の

刻
紋
螯
櫛
生

殖

瓣
及
び

尾
等
の

形
態
に

あ

り
、

蝎
は

皆

胎
生

に

む

て
、

幼
虫
は

産
出

す
る

や
否
や

、

直
ち
に

親
ご

岡
一

の

丶
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

第 　　誌 　　i誰　　厚〜　 物 　　動
．

費號 七（9 ）

形
態
を
現
は

す
G

蝎
は

世
界
中

、

熟
帯

及
び

温
帶

地
方
に

贋
く

産
す
る

食
肉
虫
に
・
し

て
、

其
の

分
布
の

最
北

端
は

莓
北
洲
の

29
十

皮
ご

四

十
五

度
の

開

及
び

新

北

洲
の

三

十
五

度、
し

四
十

度．
し

の

間
に

あ
り
C

南
宇

球
に

於
て

は

其
の

分
布
甚
だ

褒
く

し
て

獨
リ

ニ

ユ

！

ジ

ラ

ン

ド
、

南
バ

タ

ゴ

ニ

ヤ

及

ひ

南
極
諸

島
に

こ

れ

を

産
せ

ざ
る

の

み

な
り
o

蝎
は

日

中
、

石
或
ば

樹
皮
の

下
に

隱
れ

、

時
に

は

洪
く

土
中
に

潜
む

二

．
こ

あ

り
、

概
し
て

降
雨
の

繁
き

地
方
に

多
し
、

こ

す
。

本
類
に

は

六

族
、

十

亜
族

、

五

屬
二

百
入

十

畭
種

あ
り
。

以
上
は

、

蝎
類
一

般
の

形

態
で

あ
る

、

是
よ
り

本

郵
の

領
地

内
に

産
す
る

各

種
に

就

き
て

、

共
の

特
徴

を
記

載
せ

ん
が

、

余
の

今
回

目

鑿
せ

る

其
の

種

數
は

總
べ

て

四

種

あ
る

、

右
の

中
三

種
は

本
邦

産
こ

し
て

正

確
な
れ

ご

も
、

　一

種
は

稍
々

疑
を

存

す
る

も
の

で

あ

る
、

其
の

理

由
は

該
種
の

下
に

こ

れ

を
記
す
る

こ

ご

に

し
よ

う
o

　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽

　
　

　
（

一
）

つ

く・
し

さ
冫・
り
（

假
名
）

　
　

　

　
聾

莚
≡
ヱ

一
；

旦
2一
・。

＝
（

簟．
譯
『．

（

一
 

充’
唄

）．

此
の

種
類
こ

冫

丶

滿

洲
の

戰
塲
に

於
て

屡
々

吾
が

軍
を
夜
襲・
し

た

も
の

で

あ
る

、

ク

レ

ー

ベ

フ

ン

氏
の

蝸

誌
に

據
れ
ば

、

其
の

産
地

　
　

本
邦
産
の

蝎
類〔
岩
川
）

を

單
に

支
那
及

び
「

モ

ン

ゴ

リ

ャ
」

地
方
ご
・
し

て

あ
る

が
、

余
の

今

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回

調

査
せ

る

標
本
の

産
地
は

、

支
那
山

西

省
、

威
海
衛…

、

北

京
、

盛
京
省
長
林

堡
、

天

津
、

滿

湖
の

各

地
を

始
め

こ

し
、

朝
鮮

、

臺

灣
に

ま
で

擴
が

り
、

其
の

分

布
は

甚
だ

廣
い

、

但
し

未
だ

琉
球
の

産
を

見
受
け
の

ゆ
へ

、

臺
灣
ば

其
の

産

地
の

南
極
で

あ
る

や

う
に

見

え

る
。

且
つ

此
の

種

類
は

支
那
滿
洲
地
方

に

頗
る

多
く

蕃
殖
し

て

居
る

Σ

見
え

、

凱
旋
の

軍

人
よ

り

土
産
ご
・
し

て

貰
つ

た

の

は

悉

く

此
の

品
で

あ

る
、

想
ふ

に

動

物
標

本
ご
・
し

て

東
京
に

多
く

集
ま

っ

て

居
る

も
の

も
、

恐

ら
く
は

叉
此
の

種

類
で

あ

ら

う
。

尾
は

淡

黄
色
に

し
て

尾
節
に

縱
溝
繁
〜

丶

つ

く
し
の

莖
に

彷
彿
把
る

を
以

て

假
に
っ

く

し
さ

そ
り

の

俗

名
を

與
へ

だ

の

で

あ
る
c

嫗
幹
は

橄
欖
褐
色
乃

至

黒
色
に

し
て

、

尾
は

第
五

節
の

外

皆
黄
色

な
り

、

此
の

第
五

節
は

獨
b
煤
黒

色
を
ロ

手
し

、

小
腮

觸
鬚
脚
及
び

尾
嚢
は

共
に

黄
色
な

り
。

眉
上

線
は

逼
常
殆
ん

蓬

滑
か

に

し
て

、

稀

に

多

少
珠

數
趺
を

成
す
こ

ご

あ
b
、

中
胸
中
線
は

後

胸

中
線
ビ

連
績
し

、

中
胸
側

線
は

胸

部
に

散
在
せ

る

他
の

顆
粒
線
ε

紛
は

し

≦
し

て

剽
然
せ
、

険
。

腹
背
の

隆
起
線
は

鋸
齒
壯
を
成

す
二

‘

多
く

し

て

共
の

全

部

珠

數
欺
を
な

す
こ

ご

稀

な
り
、

最
後
の

腹
片
は

側
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本

邦
壼
の

蝎
類
（

岩
川
）

邊
に

顆
粒

を

散
布
せ

り
。

尾
笛
腹
面
の

隆
起

線
も

多
く
は

鋸
齒

駅

を
成
し
、

第
二

及
び

第
三

尾
節
に

存

す
る

其
の

隆
起

線
は

、

前
後

雨
端

共
に

同
大
に
・
し

て
、

往
々

他
の

種
類
に

見
る

が

如
く

、

後
端

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
｝

の

前
端

よ
り

も
肥

大

す
る

こ

ご

な
し

。

第
五

尾
節
の

側
隆
起

線
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

齒
は

少
む
ぐ

粗
大
な

り
、

第
一

尾
節
及
び

第
二

尾
節
の

副
側

隆
起

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
冖

線
は

共
に

畧
明

瞭
な

れ
こ

も
、

第
三

節
に

は

稍
々

不
明
ご

成
り

、

　
一

第
四

節
に

は
全

く
こ

れ
を

缺
け
り
。

第
四

節
の

上
側

隆
起

線
は

僅
　…

に

鋸

齒

状
を
口

手
し

、

第
五

節
の

側

線
の

齒
は

少
し
く

粗

大
に
・
し

て

尾
嚢
の

表
面
は

幽
か

に

顆
粒

状
を
成
せ

り
c

小

腮

觸
鬚
の

脛

節
は

上

面
に

二

本
の

隆
起
線
を
具
へ

、

雄
の

手
は

雌
よ

り

も

稍
々

大
に

　．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

・
し
’
・

可
動
指
に

大
な
る

指

葉
を

其
ふ

、

可
動

指
は

後
手

よ
b
も
長

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
冖

き
こ

三
ご

四

分
の

三

許
あ

り

て

＋
三

乃
至

＋
四

本
の

列

線
を
有

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
一

す
（

主
歌゜
りc

）

。

櫛
の

齒
數
は

十
六

乃
至

二

十
五

枚
あ
り
、

體
長
は
亠

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
ゴ

＋
「

ミ

、

メ

」

に

逹
せ
り
。

　

　

　
（

二
）

や
へ

や
ボ
ム

さ
・

て

り

　

　

　

　
｝

H
。

門

鬘
三
毎

碧
の

葺
夛
刀凶
器

（

曹』

｝ρ
蕚
ε゚

9」「
逸．
亠

）

本
種
は

、

吾
が

八
重

山

群
島

に

甚

だ

普

逋
な
る

も
の

ご

見
え∩

、

本

邦

産
の
「

さ

そ
り

」

ご

む
て

余
の

勅
め

て

目

鑿
む

た
の

は

此
の

種
類

一
〇

で

あ
b

、

叉
今
回
調

査
の

爲
に

諸
方
よ
り

借
b
集
め

た
る

標

本
の

中
に

て

も
、

琉

球
産
の
「

さ

そ

b
」

ご

む
て

は
、

本
種

其
の

多

數
を

占
め

て

悉
ご

く

入
重

山
の

産
な
ウ
、

故
に

「

入

重
山
さ

そ

り
」

ご

命
名
せ

り
。

然
れ

こ

も
ク

レ

ー

ペ

リ

ン

氏
に

據
れ

ば
、

本
種
の

分

布
は

割

合
に

廣
く

し
’
」

マ

ラ

ソ

カ
、

サ
ン

ダ

諸
島
よ

り

北
は

支

那
の

中
部
に

至

り
、

束
ば
ブ

イ

ソ

ッ

ビ

ン

、

ニ

ユ

ー

ギ

子

ア

广

舵
旦

b
太
夲

洋
方
面
に

て

は

タ

ヒ

チ
記
．

ゐ
、）

サ

ラ

ン

．
刀

諸
島
に…
礦
が

り
、

獪

濠

洲
の

北
部
に

も

飛
す

る

こ

い

へ

b．、

軅
幹
は

、

黄
赤
色
乃
至

赤
禍
色
に

む
て

尾
は

稍
々

黒
く
、

指
は
一

層

黒
色
を

帯
び

、

脚
ご

尾

嚢
は

粘

土
色

を
な
せ

り
。

含

頭
胸
及
び

腹

部

は
、

滑
か

に
・
し

て

光

澤
を
有
し

、

唯
針
に

て

突
け
る

が

如
き

小

砌

點
を

有
す
る

に

過
ぎ

す
G

尾
節
の

背
溝
は

甚
だ

狹
く

し
て

或
は

殆
ん

ご

消
滅

し
、

第
三

尾
胱

即

の

背
隆

起
線
に

於

け
る

末一
剰
は

、

第

四

節
の

も

の

よ

b
大
な
b
、

第
一

尾
節
下

面
の

後

部

及
び

第
二

下

面
の

全

蘓
に

前
向
せ

る

刺
列
あ

り
、

第
三

及

び

第
四

尾
節
の

下
面

は

殆
ん
ざ

全

く

隆
起

線
を

有
せ

す
、

第
五

尾
節
の

側
隆

起
線

上
に

利
せ

る

剰
は

後
向
せ

も

。

小

鰓
觸
鬚
の

上

面
に

細
微
畜
る

顆

粒
及

び

細

針

點
を
勞

布

し
、

其
の

脛

節
の

下
面
及

び

手
掌
の

表

面
は

、

、
N 工工
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號 七 百 二 第 誌 雜 學 物 弱（11）

共
に

滑
か

に

し
て

唯
細

針
點

を
有
す
る

の

み

な

り
。

可
動

指
の

内

｛
縁
に

二

本
の

並

行
せ

る

顆
粒

線
あ
り

（

｝
勹

茸
笥

Y

全
成
せ

る

雄
の

指

ー3
指
葉

を

有
し
て

後
手

よ
b
も
長
き
こ

ご
】

倍
牢

乃
至
一

借
‘

五

分
の
一

許
あ
り
。

櫛
の

齒
は

五

よ

り

八
に

跨
れ
ざ

も
、

多
く
は

六

枚

あ
り
o

體
長
は

四

十［

ミ

、

メ
」

に

達
せ

り
G

　

　

　
（

三
）

ま

だ
ら
さ

そ
b

　

　

　

　
H
の

。

詈

｝．
量

＝冒
髯
三
眇

窪
・。

（

（
申
 

。

こ
（

ピ．

塔
一

ε

本

種
は

、

前
種
の

如
く

多
數

な
ら

ざ
る

が

狛
き

も
、

亦
八

重
山
群

島
に

産
む

、

今
回

余
の

目

撃
せ

る

本
種
の

標
本
は

、

博

物
館
ご

大

學
に

藏
せ
る

唯
二

尾
の

み

な
b
。

然
れ

ご

も
ク

レ

ー

ベ

リ

ン

氏

に

從
へ

ば
、

本
種
の

分

布
は

極
め

て

廣
く
・
し

て
、

普
く

熟
帶
ざ

混
帯

の

地

方
に

擴
が

b
、

唯
歐

羅
巴
に

て

は
ス

ペ

イ

ン

の

ヘ

ル

バ

地
方

に

限
り
、

濠
洲
に

は

稀
な
り

ご

い

へ

り
。

全

體
に

黒

き
斑

あ
る

を

以

て

斯
く

命
名
せ

ら
。

全

體
痩
せ

細
り
、

粘
土
色
に
・
し

て

黒

き
斑

絞
を
有
し

、

唯
に

あ
り

て

は

驅
幹
ε

尾
ご

其
の

長
さ

を

均
う
・
し

、

雄
に

あ
り
て

は

尾
長
く

・

し

て

畧
々

躯
幹
の

二

倍
に

逹
せ

b
。

含
萠

尾
部
及
び

腹
部
に

は

細

顆
粒

を

分
布
し

、

尾
の

隆
起

線
は

第
五

節
の

背
隆
起

線
ご

共
に

顆

　

　

　
本
邦
産
の

蝎
類（
岩
川
）

　

粒
の

列
よ
り

成

り
、

第
二

尾

節
の

副
側

隆
超

線
は

唯
稀
に

稽
々

大

　

な
る

顆
粒
よ
り

成
る

と
あ

り
、

尾
節
の

背
隆
越

線
は

す
べ

て

大

な

　

る

末

剰
を

有
せ

す
。

尾
背
は

僅
に

凹
み
て

細
顆
粒

を

分
布
・
し

、

尾

　

嚢
は

小
さ
’

、
・
し

て

幽

微
な
る

隆
起
線

を

有
し
、

尾

刺
の

本
に

あ
る

　

突
起
は
圓
H

く

尖
b
て山
毫

も

側

扁
せ

ら

れ

す（
｝

6f

°

記
）

o

手
は

長
く

し

　

し
て

雌

雄

共
に

小
腮

觸

鬚
の

脛

節
よ

り

も
細・
し

、

但
む

雌
に

於
て

’

は

多
少
明
瞭
な
る

隆

起
線

を

有
す
る

に
、

全
成
せ

る

雄
に

は

殆
ん

」

ざ

滑
か

な
る

差
あ

る

に

過
ぎ
牽

。

指
の

長
さ

は

後
手
の

一

倍
牢

乃

冖

至
二

倍
に

逹
し

、

可
動

指
の

内

緑
に

六

本
の

顆
粒

斜
線
あ
う
て

、

一

其
の

外

側
に

六

七
倒
の

外
側

粒

を
呉
ふ
へ

甲

膏・
一

こ
9

櫛
の

齒
は

十

　

七
乃
至

十

九
枚

あ
り
、

髀
長
は

雌
に

四

十

五
、

雄
に

七
十
「

ミ
、

メ

」

〜冖
　

あ

bo

 
　

　

　

　
（

四
）

あ

か

さ

そ
り

　

　

　

　

　
閏

；

コ一
。。

＾
ゴ
8
蕁門
蟇

（

HW

、

三一
こ
（

三
騨

一

）

　

本
種
は

果・
し

て

本
邦

産
の

蝎

類
こ

す
べ

き

や
否

や
、

余
の

大
に

疑

　

ふ

断
の

も
の
73
ひ

り
Q

ク

レ

ー

ペ

リ
ン

氏
に

依
れ

ば
、

本
種
は

舊
北

　

湘
∵

甲

ギ

リ

シ

ヤ

、

小

亜

細
亜

及
び

埃
及
の

三
地

方
、

即

ち
地

中
沼

　

岸
の
一

局

部
に

産
す
ご

し

て

あ

る
。

然
る

に

此
の

標
本
は

、

帝
室

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝

∵

〜
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ぐ｝2）日 五 十 月 一 年 九 十 三 治 明

　
　
　
B
本
産

蛾
類

圖
説
（

三

宅
）

博
物

館
の

所
藏
に

し
て

貼
票
に

ハ

重
山

産
ご

記
さ

れ

て

め
る

、

故

に

今

假
に

本

邦
産
ご

む
て

竝
に

記
入

す
れ

ご
も

、

本
奈
の

産
地
は

前
條
の

如
く

遙
に

北

方
に

あ
り
、

且
余
の

今
回

調

査
し

た

る

標
本

中
、

唯
一

尾
に

止
り

て

本
種
の

如
き

大
な
る「，
さ

そ
り

」

の

琉

球
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

方
に

濠
す
る

こ

ご

未

だ
曾
て

聞
知
せ

ざ
る

等
よ

り

推
考
す

れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

貼
票
に

記
せ

る

産

地
の

眞

僞
を
疑
は

ざ
る

を
得
な
い

の

で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

本

種
は

全
體
赤
褐
色
な
る

こ

ご
、

塹
二

種
ご

匿
別
す
べ

き

著
明

の

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
冖

點
な

る

を
以

て
、

假
に
「

あ
か

さ

そ
り

」

ご

命
名
せ

bo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

躯
幹
は

、

革
樣
黄
色

乃
至

赤
禍

色
に

し

て
、

尾
嚢
は

常
に

稍
々

淡
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
一

な
b
。

手
は

黄
色

或
は

赤
褐
色
に

し
て

暗
赤
色
叉
は

黒

褐
色
の

隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

起
線

を
有
し
、

脚
は

革
樣
黄
色
乃
至

褐
色
を
呈
せ

b
。

前
頭
縁
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
 

顆

粒
は

、

稍
〃

粗
大
に

し
て

其
の

他
の

部
分
に

は

細
微
な
る

顆
粒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
冖

を

散
布
す
る

に

止

ま
れ

こ

も
、

幼
者
に

は

殆
ん

ご

李

滑
な
り
。

腹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

部
の

表

面
に

固
有
の

横
走
せ

る

皺
ゐ
り

て

細
粒

を

散
布
乙

、

各

環

節
の

後
縁
に

粗
大
な

る

顆
粒
を
具
へ

、

第
五
の

腹
片
に

隆
起
線

を

具
ふ

。

尾
背
の

隆
起

線
は

皆
顆
粒
よ
り

成
れ
ざ

も
、

腹
面
の

隆
起

線
は
皆

滑
か

な

り
、

副
側
隆
起
線
は

第

て

第
二

及
び

第
五

尾

節

に

割
然

む
、

背
面
は

細
粒

を
有
す

る

か
、

夊
は

李

滑
な
b
。

尾
嚢

、

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

＝一

は

甚・
し

く

延
長
・
し

、

其
の

下

面
は

滑
か

に

む
て

回

點
線

を

有
せ

b

含亠、一
蹌・
二

）

。

小

腮

鰯
鬚
の

大
腿

節
は

、

四

稜
形
に

む
て

顆

粒
状
の

緑

邊
を

有
む

、

手
は

強

大
に

む
て

縁

邊
は

鏡
く
、

顆
粒

朕
の

隆
起

線

を

有
し
て

、

其
の

表

面
に

細
か

な
る

網

獣
紋
を
具
ふ

。

雌
の

指
は

十
亠

ハ

乃
至

十・
七

本
の

互
に

抱
擁
せ

る
ハ
斜

線

を
有・
し
（
慰、
お
b

）

、

雄
の

指
は

大
な
る

指

葉
ご

十

三

又
は

十
四

本
の

斜
線
ご

を

有・
し

て

後
手

よ

り

も
長・
し
o

櫛
の

中
葉
は

六
色
月

形
の

小

片
よ

b
成
h・
、

齒
は

十

一

乃
至
十

三

枚
あ
り
、

體

長
は

雄
に

七
十

、

雌
に

九
十
「

ミ
、

メ
」

あ

bO

　
　
　
　
　
　
　
　

−
F

冨ω
ー

」
駐
鹽

亅

ー
ー

II

　
　

●

日
本
産
蛾
類
圖
説
　

（

入
）

　
　
　
　
　
　
　
理

學

士

三

宅

恒

方

　
　
（

明

治
三

十

入

年
十

二

月
三
十

日

受
領
）

本
記

事
の

目
菌
は、

本
邦
崖

蛾
類
を

可

成

多

く
綱

羅
し

て
、

之
が

分
類

法
を

明
か

に

せ

ん
と

す
、

従
つ

て

自

已
の

研
究
を

記

載
ず

る

は
勿

論
な
る

も
瘍

合
に

よ

り

他
入
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

ノ

ニ
ム

研

発
を

も

編
纂
す

る

の

止
を

得
ざ
る

瘍
合
あ

蟄、
又
異

名
の

如

き
も
自

ら

研

究
し
れ

る

結
果

に

非
ざ

る

塲
合
に

て

も、
も
L
充

分
倍

用
し

得
る

も
の

ヨ鹽
即

き
は

悉
く

揚

出

し

六
り、
之
は

全

く
研
究

者
の

便
を

計
る

に

外

な
ら
す

。

然
れ

ぎ

も
洋
の

東

西
を

問

は

す

本

邦
崖

蛾
頚
の

書
と

し

て

屬
、

種
の

記

載
を
な

せ

る

に

實
に
一

册
も
な

き

今

目、
不
樽

拓

全
に
ま
り

せ

よ

屬
種
を
壮四
記
せ

る

此 
回

読
を

な
ず
H卩
自
ら

云

ふ

べ

か
φ
り

 
ぐ

る

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


